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裕子, 原尚人：当院における甲状腺未分化癌症例の検討 第 34 回日本内分泌外科学会総会 つくば

国際会議場, 6 月,2022 年 
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30. 佐々木正浩, 相原有希子, 関堂充, 坂東裕子, 井口研子, 市岡恵美香, 原尚人：ポスター 人工物を用
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